
9.5%

61.9%

23.8%

4.8% ぜひ採用したい・ぜひ職員に博

士号を取ってほしい

できれば採用したい・できれば

職員に博士号を取ってほしい

どちらでもよい

全く必要がない

別添資料１

博士人材の採用に係る食品関連企業へのインタビュー調査

回答件数21
問１ 貴社において、博士の学位取得者を採用または職員が博士の学位を取ることについて関心がありますか

回答番号回答 回答数 回答割合有効回答者数

1 ぜひ採用したい・ぜひ職員に博士号を取ってほしい 2 9.5%

21
2 できれば採用したい・できれば職員に博士号を取ってほしい 13 61.9%

3 どちらでもよい 5 23.8%

4 全く必要がない 1 4.8%

是非採用したい、で

きれば採用した

い・・・71.4%

問2 問1で1または2と回答された方は、それはどのような理由からですか(複数回答可)

回答番号回答 回答数 回答割合有効回答者数

1 海外展開など、自社のレベルの向上が期待できるから 11 84.6%

13

2 新産業の創出や企業内改革を牽引するような人材を期待するから 6 46.2%

3 大学、公的機関の人脈形成ができるから 1 7.7%

4 対外的な信頼や取引に有効だから 2 15.4%

5 その他 1 7.7%

問3 もし博士の学位取得者を採用するとすれば、どのようなコースから採用したいですか(複数回答可)

回答番号回答 回答数 回答割合有効回答者数

1 バイオサイエンスコースに関連して 9 45.0%

20

2 食物・ワイン科学コースに関連して 18 90.0%

3 地域環境マネジメントコースに関連して 1 5.0%

4 医学的な内容も含む生命科学に関連して(上記コース以外) 1 5.0%

5 その他 1 5.0%

相手方

●Q株式会社 技術研究所長 ●M株式会社 食品本部技術部長
●Y株式会社 中央研究所研究管理室課長 ●S株式会社 商品開発部研究開発課長(山梨大学卒業生)
●M株式会社 商品開発部課長                 ●山梨県食品技術研究会

博士人材
に対する
主な意見

・論文が書けるイノベーション人材を必要としている。
・海外の研究機関との共同研究では、博士学位が人物を見る基準としてのウェイトが大きくなる
・現象論で捕らえている事象を学問的、科学的に解明、究明することは当社にとって有益である。これまでに確
立されていない評価法、分析法の検討なども同様に有益な研究と考えている。
・研究テーマの選定にあたっては、食品での目に見える品質向上の技術開発に興味を持っている。また、当該
新技術を導入する場合の新規機械の導入コストをも含めて判断するため、産業色の強いテーマを求める。
・食品製造業の場合、原料メーカーが原料の機能性(機能性表示食品)について紹介する際に論文等を利用し
て紹介するケースが見られる。
・近年、博士の社会的価値は、昔に比べて高いものではなくなっている感はあるが、物事を倫理的に考え、いか
にまとめるかを取得する点においては価値があると考えている。特に、研究機関に所属する人間には積極的に
取得してもらいたい。
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国内においては、酒類全体では減少傾向にあるが、

ワインの出荷量（生産量）は年々増加している。
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主な生産国別一人当たりワイン消費量の伸び率

※2003年を100とする

日本はワイン後進国。

１人当たりの消費量の伸び率は、主要生産国中第１位

である。
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〇国内ワイナリー企業数

大企業数 中小企業数 ワイナリー企業数

平成23年度 7 147 154

平成24年度 7 150 157

平成25年度 6 157 163

平成26年度 6 170 176

平成27年度 8 239 247

※

大企業・・・資本金3億円超かつ従業員300
人超

中小企業・・・大企業の条件を満たさないも

の

企業数は年々増加しており、特に中小は大幅に増加。

別添資料２-③



ワインの出荷量は、大幅に増加する見込。

醸造用ぶどうの生産量は拡大する見込。
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〇県内ワイナリーの調査結果 【出典：ワイナリーインタビュー】

●大手ワイナリーの採用状況 （単位:人）

大手４社 MA社 SP社 SN社 ME社 ４社計

博士取得者 1 1 0 2 4

修士取得者 15 10 3 5 33

その他 44 14 17 18 93

計 60 25 20 25 130

・４社合計で修士取得者が３３名おり、
社会人学生として入学する可能性が高い。

●大手ワイナリーアンケート結果（4社）

１.ワインの高品質化に向け博士取得者を採用したいと思いますか？

　　Ａ：是非採用したい 4

　　Ｂ：できれば採用したい 0

　　Ｃ：わからない 0
　　Ｄ：採用したくない 0

２.ワインの高品質化に向け社員を社会人学生として派遣したいと思いますか？

　　Ａ：是非派遣したい 4

　　Ｂ：できれば派遣したい 0

　　Ｃ：わからない 0
　　Ｄ：派遣したくない 0

●中小ワイナリーアンケート結果（20社）

１.ワインの高品質化に向け博士取得者を採用したいと思いますか？

　　Ａ：是非採用したい 0

　　Ｂ：できれば採用したい 3

　　Ｃ：わからない 8
　　Ｄ：採用したくない 9

4

Ａ：是非採用したい

Ｂ：できれば採用したい

Ｃ：わからない

Ｄ：採用したくない

4

Ａ：是非派遣したい

Ｂ：できれば派遣したい

Ｃ：わからない

Ｄ：派遣したくない

3

8

9

Ａ：是非採用したい

Ｂ：できれば採用したい

Ｃ：わからない

Ｄ：採用したくない

4

33

93

130

４社計

博士取得者

修士取得者

その他

計

県内の事業所の状況であり、MA社を除く３社の

本社等にはさらに多数の修士学位保有者が在籍

している。山梨への人事異動があるとのこと。

別添資料３
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士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①

ヘ
ル

ス
サ

イ
エ

ン
ス

特
論

①

生
命

農
学

特
別

演
習

Ⅱ
①

生
命

農
学

特
別

研
究

Ⅰ
②

生
命

農
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

発
酵

微
生

物
学

特
論

②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目

統
合

応
用

生
命

科
学

専
攻

生
命

農
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

2
単

位
，

専
攻

共
通

科
目

：
２

単
位

，
他

コ
ー

ス
専

門
科

目
：

２
単

位
，

コ
ー

ス
専

門
科

目
：

１
２

単
位

合
計

：
２

０
単

位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

・
製

薬
メ

ー
カ

ー

・
食

品
メ

ー
カ

ー

・
大

学
、

研
究

所
（

博
士

研
究

員
）

な
ど

入 学

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

環
境

微
生

物
学

特
論

②

専
門

科
目

（
他

コ
ー

ス
）

微
生

物
利

用
工

学
特

論
②

構
造

生
命

科
学

特
論

②

高
分

子
材

料
科

学
特

論
②

別添資料６－③



コ
メ

デ
ィ

カ
ル

(栄
養

士
）

を
志

向
す

る
者

モ デ ル

生
命

医
科

学
特

別
演

習
Ⅰ

①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①
ヘ

ル
ス

サ
イ

エ
ン

ス
特

論
①

生
命

医
科

学
特

別
演

習
Ⅱ

①

生
命

医
科

学
特

別
研

究
Ⅰ

②
生

命
医

科
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

生
命

倫
理

学
特

論
①※

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ヘ

ル
ス

ケ
ア

学
専

攻
が

開
設

す
る

科
目

生
活

健
康

学
特

論
②

医
療

デ
ー

タ
解

析
・

臨
床

疫
学

特
論

Ⅰ
①

食
品

加
工

・
栄

養
学

特
論

②

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

医
療

デ
ー

タ
解

析
・

臨
床

疫
学

特
論

Ⅱ
①

分
子

遺
伝

疫
学

特
論

②

※
生

命
農

学
コ

ー
ス

が
開

設
す

る
科

目

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目統

合
応

用
生

命
科

学
専

攻
生

命
医

科
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

２
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

コ
ー

ス
専

門
科

目
：

１
３

単
位

合
計

：
１

９
単

位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

・
病

院

・
学

校

・
給

食
会

社

・
保

育
園

・
幼

稚
園

・
介

護
施

設

・
保

健
所

な
ど

別添資料６－④



神
経

科
学

研
究

者
を

志
向

す
る

者
モ デ ル

生
命

医
科

学
特

別
演

習
Ⅰ

①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①
ヘ

ル
ス

サ
イ

エ
ン

ス
特

論
①

生
命

医
科

学
特

別
演

習
Ⅱ

①

生
命

医
科

学
特

別
研

究
Ⅰ

②
生

命
医

科
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

神
経

薬
理

学
特

論
②※
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ヘ
ル

ス
ケ

ア
学

専
攻

が
開

設
す

る
科

目

生
活

健
康

学
特

論
②

医
療

デ
ー

タ
解

析
・

臨
床

疫
学

特
論

Ⅰ
①

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

神
経

科
学

特
論

②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目統

合
応

用
生

命
科

学
専

攻
生

命
医

科
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

２
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

コ
ー

ス
専

門
科

目
：

１
２

単
位

合
計

：
１

８
単

位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

・
大

学

・
研

究
機

関

・
医

療
関

連
企

業
（

研
究

開
発

部
門

の
技

術
職

） な
ど

入 学

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

生
命

倫
理

学
特

論
①

別添資料６－⑤



管
理

胚
培

養
士

を
志

向
す

る
者

モ デ ル

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅰ
①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①

ヘ
ル

ス
サ

イ
エ

ン
ス

特
論

①

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅱ
①

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅰ
②

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

医
療

デ
ー

タ
解

析
・

臨
床

疫
学

特
論

Ⅰ
①

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

細
胞

培
養

工
学

特
論

②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目

統
合

応
用

生
命

科
学

専
攻

生
命

工
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

2
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

他
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
1

単
位

, 
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
１

０
単

位
合

計
：

１
7

単
位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

(胚
培

養
士

と
し

て
)

・
大

学
病

院

・
産

婦
人

科
医

院

・
ク

リ
ニ

ッ
ク な

ど

入 学

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

臨
床

生
殖

医
学

特
論

②

専
門

科
目

（
他

コ
ー

ス
）

※
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ヘ
ル

ス
ケ

ア
学

専
攻

が
開

設
す

る
科

目

生
活

健
康

学
特

論
②

別添資料６－⑥



発
生

工
学

・
実

験
動

物
分

野
技

術
者

・
研

究
者

を
志

向
す

る
者

モ デ ル

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅰ
①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①

ヘ
ル

ス
サ

イ
エ

ン
ス

特
論

①

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅱ
①

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅰ
②

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

応
用

発
生

工
学

特
論

②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目

統
合

応
用

生
命

科
学

専
攻

生
命

工
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

2
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

他
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
２

単
位

, 
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
１

０
単

位
合

計
：

１
8

単
位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

・
実

験
動

物
施

設
(大

学
）

・
製

薬
会

社
（

安
全

性
試

験
）

・
実

験
動

物
会

社
（

受
託

）

な
ど

入 学

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

細
胞

培
養

工
学

特
論

②

専
門

科
目

（
他

コ
ー

ス
）

発
生

遺
伝

学
特

論
②

※
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ヘ
ル

ス
ケ

ア
学

専
攻

が
開

設
す

る
科

目

生
活

健
康

学
特

論
②

別添資料６－⑦



発
生

工
学

・
再

生
医

療
分

野
技

術
・

研
究

者
を

志
向

す
る

者
モ デ ル

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅰ
①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①

ヘ
ル

ス
サ

イ
エ

ン
ス

特
論

①

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅱ
①

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅰ
②

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

細
胞

培
養

工
学

特
論

②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目

統
合

応
用

生
命

科
学

専
攻

生
命

工
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

2
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

他
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
2

単
位

, 
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
１

０
単

位
合

計
：

１
8

単
位

想
定

さ
れ

る
活

躍
の

場

・
再

生
医

療
関

連
会

社
（

細
胞

培
養

技
術

者
、

臨
床

培
養

士
）

・
大

学
、

研
究

所
（

博
士

研
究

員
）

な
ど

入 学

※
：

必
修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

発
生

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ク

ス
特

論
②

分
子

神
経

化
学

特
論

②

専
門

科
目

（
他

コ
ー

ス
）

※
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ヘ
ル

ス
ケ

ア
学

専
攻

が
開

設
す

る
科

目

生
活

健
康

学
特

論
②

別添資料６－⑧



生
命

科
学

分
野

の
研

究
者

を
志

向
す

る
者

モ デ ル

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅰ
①

１
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

３
年

次

科
学

者
倫

理
学

①
医

工
農

総
合

特
論

①

・
研

究
活

動

・
博

士
論

文
作

成

：
分

野
横

断
的

な
科

目

統
合

応
用

生
命

科
学

特
論

①

ヘ
ル

ス
サ

イ
エ

ン
ス

特
論

①

生
命

工
学

特
別

演
習

Ⅱ
①

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅰ
②

生
命

工
学

特
別

研
究

Ⅱ
②

2
年

次

【
前

期
】

【
後

期
】

生
体

超
分

子
科

学
特

論
②

専
門

科
目

大
学

院
共

通
科

目

関
連

科
目

他
専

攻
科

目
を

含
む

専
攻

共
通

科
目

統
合

応
用

生
命

科
学

専
攻

生
命

工
学

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル 修 了

入 学

※
【

修
得

単
位

】
大

学
院

共
通

科
目

：
2

単
位

,
関

連
科

目
：

2
単

位
専

攻
共

通
科

目
：

２
単

位
，

他
コ

ー
ス

専
門

科
目

：
２

単
位

, 
コ

ー
ス

専
門

科
目
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０
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単
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れ
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（
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製
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（
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入 学

※
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修

科
目

：
選

択
科

目
数

字
：

単
位

数

構
造

生
命

科
学

特
論
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専
門

科
目

（
他

コ
ー

ス
）

数
理

科
学

特
論

②

高
分

子
材

料
科

学
特

論
②
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年次 月 主な内容

入学ガイダンス

論文指導教員グループ
1）

を組織

大学院共通科目

　・科学者倫理学（必修）

専攻共通科目

　・統合応用生命科学特論（必修） ○

専門科目

　・発酵微生物学特論（生命農学コース） ・ 主指導教員は、学生が所属するコースの博士担当教員。

　・生命倫理学特論　 （生命医科学コース）

　・応用発生工学特論（生命工学コース）　　など ・

関連科目

大学院共通科目

　・医工農総合特論（必修）

専攻共通科目

　・ヘルスサイエンス特論（必修）

専門科目

　・特別演習Ⅱ（各コース）

　・基礎腫瘍学特論（生命医科学コース）　など

2月 論文指導教員グループによる評価 ○

3月 （特別研究Ⅰ【通年】：成果発表、レポート提出など）

4月 ２年次ガイダンス ・ 主査は、学生が所属するコースの博士担当教員。

4月 専門科目

～ 　　・特別研究Ⅱ（通期科目） ・

9月

10月 博士論文の題目を仮決定

専門科目

　　・特別研究Ⅱ（通期科目）

2月 ●

2月 論文指導教員グループによる中間評価

3月 （特別研究Ⅱ【通年】：成果発表、レポート提出など）

３年次ガイダンス ●

博士論文の研究題目・内容の検討

●

博士論文の提出

論文審査委員会
2）

を設置

博士論文最終審査及び最終試験

　　博士論文発表会を実施

修了

　博士（農学）、博士（生命医科学）、博士（生命工学）

2月

3月

教育スケジュール及び指導グループ制

１年次

4月

２年次

4月

9月

～

～

10月

2月

～

審査委員総数の半数以内であれば、医工農学総合教育部のうち、研究指
導補助の資格（合）を有する教員を含めることができる。

副査２名とする場合、１名は統合応用生命科学専攻、もう１名は医工
農学総合教育部の博士担当教員（※）。
※これにより難い場合は、統合応用生命科学専攻委員会（以下、「専
攻委員会」）の承認を得るものとする。

審査委員総数の半数以内であれば、論文指導教員グループの教員を含
めることができる。

副査の３人目以降については、学外委員（医工農学総合教育部以外の教
員等）を選出することができる。

　審査委員は、学生が所属するコースのコース主任が候補者を選出し、専攻
委員会の承認を経て、教授会で決定する。

※　上記スケジュールは、標準的なスケジュールであり、詳細部分については、コースごとの定めにより、対応することになります。これに伴い、日程等
が変更になる可能性があります。

補足説明

　医工農学総合教育部に属する専任教員であり、研究指導の資格（○合）を有
するもの（博士担当教員）３名以上で構成。

1）論文指導教員グループ

主指導教員１名、副指導教員２名以上で構成。

副指導教員のうち少なくとも１名は、医工農学総合教育部の他専攻又
は統合応用生命科学専攻の他コースの博士担当教員。

2）論文審査委員会

　医工農学総合教育部に属する専任教員であり、研究指導の資格（○合）を有
するもの（博士担当教員）３名以上で構成。

主査１名、副査２名以上で構成。

学位論文審査の６か月前までに、論文指導教員グ
ループによる研究の進捗状況の確認を受けなければ
ならない。

4月

12月

３年次
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教員の定年に関する規程 

 
 

国立大学法人山梨大学職員就業規則（関係部分抜粋） 

 
平成１６年 ４月 １日制  定 
平成２８年１１月２９日最終改正 

 
 
第２章 採用・退職等 
第５節 退職及び解雇 

 
 （定 年） 
第２７条 常勤職員の定年は，満６０歳とする。ただし，大学教員については，満６５歳と

する。 

２ 定年による退職の日（以下「定年退職日」という。）は，定年に達した日以後における最

初の３月３１日とする。 

 

（定年の特例） 

第２８条 学長は，定年に達した職員が前条の規定により退職すべきこととなる場合におい

て，その職員の職務の特殊性又はその職員の職務の遂行上の特別の事情からみて，その退

職により業務の運営に著しい支障が生ずると認められる十分な理由があるときは，その職

員に係る定年退職日の翌日から起算して１年を超えない範囲内で，定年退職日を延長する

ことができる。 

２ 学長は，前項の規定により延長された定年退職日が到来する場合において，前項の事由

が引き続き存するときは，１年を超えない範囲内で定年退職日を延長することがある。た

だし，その期限は，その職員に係る定年退職日の翌日から起算して３年を超えることがで

きない。 
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生体制御学専攻 博士（医学）生体制御学専攻 博士（医学）

先進医療科学専攻 博士（医学）先進医療科学専攻 博士（医学）

情報機能システム工学専攻 博士（工学）情報機能システム工学専攻 博士（工学）

ヒューマンヘルスケア学専攻 博士（看護学）ヒューマンヘルスケア学専攻 博士（看護学）

山梨大学大学院医工農学総合教育部 博士課程組織移行表

現行：7専攻、定員７６ 改組後：４専攻 定員 ５７

生体環境学コース（医科学）定員10生体環境学コース（医科学）定員10

生命情報システム学コース
（医工学・情報科学）定員6
生命情報システム学コース
（医工学・情報科学）定員6

生命工学分野

知能情報科学分野

先進医用工学分野

物質設計化学分野

電子機能開発分野

機能創造工学分野

グリーンエネルギー変換工学
特別教育プログラム 博士（工学）
グリーンエネルギー変換工学
特別教育プログラム 博士（工学）

医
学
領
域

融
合
領
域

定員：１７

定員：１０

定員：４

定員：９ （⑤をグリーンへ）

定員：１６

（定員：⑩）

環境社会システム工学分野

環境創生工学分野

環境社会評価分野

環境社会創生工学専攻 博士（工学・学術）環境社会創生工学専攻 博士（工学・学術）

機能材料システム工学専攻 博士（工学）機能材料システム工学専攻 博士（工学）

定員：１０ （⑤をグリーンへ）

定員：１０

国際流域総合水管理特別コース

工
学
領
域

医学専攻（４年制） 博士（医学）医学専攻（４年制） 博士（医学）

人間環境医工学専攻
博士 （医科学、医工学、情報科学）
人間環境医工学専攻
博士 （医科学、医工学、情報科学）

医学

工学

ヒューマンヘルスケア学専攻 博士（看護学）ヒューマンヘルスケア学専攻 博士（看護学）

統合応用生命科学専攻
博士 （農学、生命医科学、生命工学）
統合応用生命科学専攻
博士 （農学、生命医科学、生命工学）

生命医科学コース （生命医科学）生命医科学コース （生命医科学）

生命工学コース （生命工学）生命工学コース （生命工学）

生命農学コース （農学）生命農学コース （農学）

医工農融合

ヒューマンヘルスケア

機械デザインシステム分野

機械情報システム分野

システムソリューション工学分野

情報通信システム工学分野

工学専攻 博士（工学・学術）工学専攻 博士（工学・学術）

定員：２０

定員： ２３

定員：４

定員：１０

エネルギー物質科学コース（工学）エネルギー物質科学コース（工学）

システム統合工学コース（工学）システム統合工学コース（工学）

環境社会システム学コース（工学・学術）環境社会システム学コース（工学・学術）
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改組後の学部と大学院の接続(学生の流れ)

応用化学科

先端材料理工学科

地域社会
システム学科

機械工学科

電気電子工学科

コンピュータ理工学科

看護学科

医学科

生命工学科

地域食物科学科

環境科学科

情報メカトロニクス
工学科

土木環境工学科

大
学
院
共
通
科
目
（必
修
科
目
・選
択
必
修
科
目
）の
設
定

→

融
合
的
教
育
の
実
践

→

諸
学
融
合
の
基
礎
が
養
わ
れ
る

工学専攻
【博士課程】

統合応用生命科学専攻

【博士課程】
生命環境学専攻
【修士課程】

工学専攻
【修士課程】

システム統合工学

コース

環境社会システム学

コース

生命農学コース

生命工学コース

生命医科学コース
バイオサイエンス

地域社会

マネジメント

食物・ワイン科学

機械工学

電気電子工学

応用化学

コンピュータ理工学

メカトロニクス工学

先端材料理工学

医
学
部

生
命
環
境
学
部

工
学
部

教
育
学
部

土木環境工学

博士
（医学）

博士
（看護学）

博士
（工学）

（学術）

博士
（生命医科学）

（農 学）

（生命工学）

（博士課程へ）

修士
（看護学）

修士
（医科学）

修士
（農学）

（学術）

修士
（工学）

28’新設24’新設 30’新設計画

エネルギー物質科学

コース
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医学専攻

ヒューマンヘルスケア学専攻

他大学大学院修士課程

社 会 人 入 学

○生命科学系修士課程の修了生の

進学（他大学）

○社会人（教員・コメディカル・胚培養士

等々）の学び直し

○医師（医学部卒業生）は

医学専攻（博士課程）へ進学

○生命環境学専攻からの進学

○農学・医科学・工学の各分野の融合

による教育体制

看護学専攻

生命医科学専攻

○医学部以外の学生が、最新の

生命科学や先端医療技術を学ぶ

融合

領域

大学院医工農学総合教育部

○修了生（医学部以外）の

博士課程への進学

【博士課程】【修士課程】【学士課程】

大
学
院
共
通
科
目
（必
修
）と
専
攻
共
通
科
目
（必
修
）に
よ
り
、
「医
工
農
連
携
」と
「医
工
農
分
野
の
知
識
と
技
術
の
統
合
」へ
発
展
さ
せ
た
教
育
課
程
を
整
備

○異分野融合による
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